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PNT210X 
TNM00499/2024.04.25_Rev1 

本機はポップナット専用ツールです。 

ご使用になる前に本取扱説明書をよくお読みいただき、正しく安全にお使いください。 

また、本取扱説明書は、実際に使用される方がいつでも見られる場所に大切に保管してください。 
 

ナットツール 

POP NutTM PNT210X 

取扱説明書 
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 安全上の注意事項 （１/２） 
 

●ご使用になる前にこの「安全上の注意事項」すべてをよくお読みの上、取扱説明書の指示に従って正しくご使用くださ

い。 

 

●注意事項には下記の区分があります。 

 この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される事

項です。 

 この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性、及び物的損害の発生が

想定される事項です。 

 

●お読みになった後は、実際に使用される方がいつでも見られる場所に保管してください。 

 

●本機は適正なポップナットの締結のみにご使用ください。 

 （ポップナットの選定は、ポップナットのカタログをご参照ください。） 

 

 

 

 

１．人に向けての本機の使用、操作は行わないでください。 

◇部品の飛び出し等により、事故や傷害（失明等）を負う恐れがあります。 

 

 

２．使用中は保護めがね（JIS T8147 規格品）を着用してください。 

◇部品の飛び出し等により、事故や傷害（失明等）を負う恐れがあります。 

 

 

３．ご使用前に各部の損傷がないかを確認し、損傷があった場合は使用を中止してください。 

◇損傷のある状態で使用すると、事故や傷害を負う恐れがあります。 

 

 

 

※ 各部の名称については「１.各部の名称（ P.3 ）」をご参照ください。 
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 安全上の注意事項 （２/２） 
 

 

 

１．ポップナットを締結する前に、各部の調整が必要です。必ず取扱説明書の指示に従い、各部の調整を行ってく

ださい。（P.6参照） 

◇未調整、または不適切な調整で使用すると、性能を発揮しないばかりか、事故や傷害を負う恐れがあります。 

 

２．母材がマンドレルと共回りしないように、治具等で固定して締結作業を行ってください。 

◇作業性が悪いだけでなく、母材がマンドレルと共回りして事故や傷害を負う恐れがあります。 

 

３．当社より供給された部品、または推奨された部品のみをご使用ください。また、お使いになるポップナットに適合

した部品を取り付けてご使用ください。 

◇充分な性能が発揮できないだけでなく、事故や傷害を負う恐れがあります。 

 

４．当社に無断で本機を改造しないでください。 

◇充分な性能が発揮できないだけでなく、事故や傷害を負う恐れがあります。 

 

５．本機の調整、保守は、取扱説明書の指示に従い、充分注意して作業をしてください。 

◇充分な性能が発揮できないだけでなく、事故や傷害を負う恐れがあります。 

 

６．グリップ部は常に乾いたきれいな状態を保ち、油やグリス等の付着のないようにしてください。 

◇手が滑り本機を落とす恐れがあります。 

 

※ 各部の名称については「１.各部の名称（ P.3 ）」をご参照ください。 
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１．各部の名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告ラベル 

グリップ部 

マンドレル 

アンビル 

ラチェット切替レバー 

フォワードハンドル 

カウンタナット 

ボディ 

ポップナット 

フランジ 

母材 

スケール 

マンドレル 

レバー 

ストロークインジケータ 
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２．概要 

 

PNT210Xはラチェット式のナットツールです。 

締結可能なポップナットは表２－１のとおりです。 

使用するポップナットに応じてアンビルとマンドレルを交換して使用します。（表２－２） 

また、ポップナットを締結する前に各部の調整が必要です。（P.6参照） 

 

 

（表２－１）締結可能なポップナット   ○：締結可能 

種 類 材 質 

ねじの呼び 

Ｍ４ Ｍ５ Ｍ６ Ｍ８ Ｍ１０ Ｍ１２ 

スタンダート スチール ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

アルミ ○ ○ ○ ○ ○ － 

ステンレス ○ ○ ○ ○ × － 

シールド スチール ○ ○ ○ ○ ○ － 

アルミ ○ ○ ○ ○ ○ － 

ステンレス ○ ○ ○ ○ × － 

ヘキサ スチール ○ ○ ○ ○ － － 

アルミ ○ ○ ○ ○ － － 

オールヘキサ スチール － － ○ － － － 

テトラナット スチール ○ ○ ○ ○ － － 

ローレット スチール ○ ○ ○ ○ － － 

ラージフランジ スチール － － ○ ○ － － 

ソフトセット スチール ○ ○ ○ － － － 

 

 

（表２－２）部品適合表 

ポップナットの 

ねじの呼び 

アンビル マンドレル 

 

 

 

  

 

品  番 内径 品  番 ネジ外径 

M4×0.7 ※O900A00040 φ4.2 ※O900A00134 φ4 

M5×0.8 ※O900A00029 φ5.2 ※O900A00133 φ5 

M6×1.0 O900A00030 φ6.2 O900A01216 φ6 

M8×1.25 O900A00031 φ8.2 O900A01217 φ8 

M10×1.5 O900A00032 φ10.3 O900A01218 φ10 

M12×1.75 O900A00033 φ12.3 O900A00021 φ12 

※オプションパーツ 

【注】各部の名称については「１．各部の名称（P.3）」をご参照ください。 

【注】アンビル、マンドレルの交換については、「４. 各部の調整（P.6）」をご参照ください。 

内径 

ねじ外径 
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３．仕様 
 

 

（表３－１）仕様 

型  式 PNT210X 

重  量  1.12 kg 

全  長 155 mm 

全  高 205 mm 

MAXストローク 約8 mm 

締結可能ポップナット 表２－１ 参照（ P.4 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

205 

φ40 

φ22.5 

155 

55MIN 

20MIN 
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４．各部の調整 
 

ポップナットを締結する前に、各部の調整が必要です。次の手順に従い調整を行ってください。 

【注】出荷時は未調整の状態です。 

４－１ アンビル、マンドレルの交換 

使用するポップナットに応じ、表２－２（P.4）から適合するアンビルとマンドレルを選定し、交換してください。 

また、摩耗、損傷した場合は新しい部品に交換してください。 

※出荷時はM12のマンドレル及びアンビルが装着されています。 

適合する部品が取り付けられている場合は、交換は不要です。「４－２ ストローク調整、マンドレル突き出し長

さの調整」に進んでください。 

 

《手順》 

（１）アンビル及びマンドレルの取り外し 

カウンタナットをスパナ（20mm）等で緩め、アンビルを取り外してください。 

マンドレルは後部より引き抜いて取り外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）マンドレルの組み付け 

適合するマンドレルを後部より差し込んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）アンビルの組み付け 

適合するアンビルを軽くねじ込んでください。なお、ここではカウンタナットを締め付ける必要はありません。 

「４－２ ストローク調整、マンドレル突き出し長さの調整に進んでください。 
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４－２ 適正ストロークの調査及びマンドレル突き出し長さの調整 
使用するポップナットのサイズと母材板厚に応じて、ストロークとマンドレルの突き出し長さを調整してください。 

【注】ストロークが不足すると、ポップナットのトルク（空回りトルク、直接トルク、使用トルク）の低下の原因となります。ま

た、ストロークが過剰の場合は、マンドレルやポップナットの破損、喰いつきの原因となります。 

 

《手順》 

（１）「適正ストローク」の調査 

下表のストローク計算式より「適正ストローク」を求めてください。 

《 ストローク計算式 》 

T ：母材板厚（mm） 

m ：標準ストローク（mm） 

N ：ポップナットの品番の下2桁の1/10の値 

（425の場合：N = 25/10 = 2.5） 

ねじの呼び 
最大ストローク

Smax（mm） 

最小ストローク 

Smin（mm） 

M4×0.7 1.6+（N-t） Smax-0.3 

M5×0.8 2.0+（N-t） Smax-0.3 

M6×1.0 2.4+（N-t） Smax-0.4 

M8×1.25RLT※ 2.4+（N-t） Smax-0.4 

M8×1.25 2.8+（N-t） Smax-0.4 

M10×1.5 3.0+（N-t） Smax-0.4 

M12×1.75 3.2+（N-t） Smax-0.5 

※M8×1.25RLTはスチール M8のローレットを示します。 

 

＜例＞ 

使用ポップナット ：SPH-825 

母材板厚（t） ：2mm 

 

Smax = 2.8+（N-t） = 2.8+（2.5-2） = 3.3 

Smin = Smax-0.4 = 3.3-0.4 = 2.9 

適正ストローク ：2.9 ～ 3.3 

 

※ポップナットのスペックについてはカタログをご参照ください。 

 

（２）マンドレルの突き出し長さの調整 

この調整は、５－１ 締結準備（P.8）を行った状態で行ってください。 

ポップナットをアンビルに当たるまでねじ込んだときに、マンドレルの突き出しが、ねじ１山程度出るように、アンビル

及びポップナットを左右に回しながら突き出し長さを調整してください。 

調整後、カウンタナットをスパナ（20mm）等で締め付け、アンビルを固定してください。 

 

 

 

 

 

 

1山 
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５．使用方法 
ポップナットの選定、母材下穴径の選定などは、ポップナットのカタログをご参照ください。 

５－１ 締結準備 

ラチェット切替レバーを下図のように切り替え、レバーを右に回して、ストロークインジケータとレバー（スケール部）を

密着させます。（密着するとラチェットが作動します。） 

注：必ずラチェット切替レバーを切り替えて行ってください。ラチェット切替レバーを切り替えずに、レバーを右に回し

て密着させると、レバーがストロークインジケータに食い付くことがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－２ 締結作業 

 

 

 

 

 

（１）装着 

ポップナットを手で押さえながら、マンドレル後部を右に回して、回転が止まるまでマンドレルをポップナットにねじ

込んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 装着時の注意点 】 

回転が止まる（ポップナットのフランジとアンビルが接する）まで、マンドレルをねじ込む。 

これを怠ると、締結量が不足し、ポップナットのトルク低下の原因になります。 

 

指等をはさまない様に、注意してください。 

 

●ポップナットを締結する前に、各部の調整が必要です。（ 「４．各部の調整（P.6）」参照 ） 

出荷時は未調整の状態です。 

 

マンドレル 

レバー 

スケール 

ラチェット切替レバー 

レバー 

密着 

後 前 

ストロークインジケータ 

ポップナット 
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（２）締結、離脱 

締結 

①ポップナットを母材の下穴に垂直に挿入し、ラチェット切替レバーが下図のようになっていることを確認してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

②下図のように左手でレバー側のグリップ、右手でフォワードハンドル側のグリップをしっかり握り、左右に繰り返

し動作させてください。ポップナットが締結されます。 

スケールの読みがおおよそ「適正ストローク（P.7）」内となるまで締結を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

離脱 

③締結完了後、ラチェット切替レバーを下図のように切り替え、レバーを右に少し回し、緩めた後、マンドレル後

部を左に回してナットツールを離脱させてください。 

 

 

 

 

 

 

 

ストロークの確認 

締結ストロークをノギス等で測定し、「適正ストローク」内に入っているか

確認してください。 

締結ストロークが「適正ストローク」内にない場合は、締結作業時に微調

整ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ポップナットがマンドレルに喰いつき、手で離脱できない場合は、マンドレル後部をプライヤなどでつかんで回し、

離脱させてください。 

【 締結時の注意点 】 

① ポップナットのフランジと母材を密着させる。 

これを怠ると、ポップナットのトルク低下や、母材変形の原因となります。 

② ナットツールを母材に対し垂直に保持する。 

これを怠ると、ポップナットが斜めに取り付いたり、マンドレルの破損の原因となります。 

③ ２度締結（1度締結したポップナットを繰り返し締結すること）しない。 

２度締結すると、ポップナットやマンドレルが破損します。 

 

●ハンドルの間に手、指等をはさまない様に注意してください。 

●母材がマンドレルと共回りしないように、治具等で固定してください。 

スケール 

ラチェット切替レバー 

後 前 

グリップ 

（フォワードハンドル側） 
グリップ（レバー側） 

後 前 
レバー 

ラチェット 

切替レバー 
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６．保守・点検 
 

 （表６－１） 

No 項  目 目  的 

6-1 マンドレルの掃除・注油 ・ポップナットの装着をスムーズにする 

・マンドレルの早期摩耗の防止 

6-2 マンドレルのねじ山点検 ・マンドレルのねじ山不良による、ポップナットのね

じ山損傷の防止 

6-3 レバーの潤滑 ・動きをスムーズにする 

・早期摩耗の防止 

6-4 アンビル・マンドレルの交換 ・ポップナットのサイズ変更 

・損傷による交換 

 

６－１ マンドレルの掃除・注油 

ポップナットの装着をスムーズに行う為、及びマンドレルの早期摩耗防止の為、ポップナットを２０～３０本締結する

毎に１度の頻度で、マンドレルの掃除・注油を行ってください。 

《手順》 

（１）ワイヤブラシ等で、マンドレルに付着した金属粉を除去してください。（図６－１） 

（２）マンドレルに潤滑油（タービン油、スピンドル油、浸透性潤滑剤等）を１～２滴注油してください。（図６－２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－１                             図６－２ 

 

６－２ マンドレルのねじ山点検 

マンドレルは消耗品です。使用していくうちにねじ山の摩耗や損傷が発生します。マンドレルのねじ山が摩耗、損傷

した状態で使用すると、ポップナットのねじ山損傷の原因となります。 

１日１度、始業前にマンドレルのねじ山の点検を行ってください。異常時は新しいマンドレルと交換してください。 

《手順》 

（１）ポップナットを手でマンドレルにねじ込んで、スムーズにねじ込めることを確認してください。 

（２）目視にて、締結に支障をきたすような摩耗、損傷がないことを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワイヤブラシ等 

マンドレル 

手でねじ込む 

マンドレル 

潤滑油 

マンドレル 

目視 
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６－３ レバーの潤滑 

１,０００本締結を目安に、矢印の示す個所に潤滑油（タービン油、スピンドル油等）を１～２滴注油してください。  

これらの個所が潤滑不良となった場合、レバーの動きが悪くなったり、早期摩耗の原因となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６－４ アンビル、マンドレルの交換 

使用するポップナットに応じて、指定のアンビル、マンドレル（表２－２ (P.4 )）を使用してください。また、摩耗、損傷し

た場合は交換してください。 

 

《手順》 P.6 参照 

レバー 

ストロークインジケータ 
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７．トラブルシューティング 
 

 

●装着時のトラブル 

現象：ポップナットが装着できない 

要    因 処    置 

１．部品の不適合 

アンビル、マンドレルが使用するポップナッ

トに適合していない。 

・使用するポップナットに適合した部品に交換してくだ

さい。（P.4, 6） 

２．マンドレルのねじが損傷している。 ・マンドレルを新しい物に交換してください。（P.6） 

３．マンドレルのねじに金属粉等が付着してい

る。 

・マンドレルの掃除・注油を行ってください。（P.10） 

 

●締結時のトラブル 

現象：マンドレルが損傷、折損する。 

またはポップナットのねじが損傷する 

要    因 処    置 

１．マンドレルの寿命 ・マンドレルを新しい物に交換してください。（P.6） 

２．ストロークが過剰になっている。 ・ストローク量を調整してください。（P.9） 

・マンドレルが損傷している場合は、新しい物に交換し

てください。(P.6) 

３．ナットツ－ルを傾けた状態で締結を行った。 ・適正な作業を行ってください。(P.9) 

・マンドレルが損傷している場合は、新しい物に交換し

てください。（P.6） 
４．２度締結を行った。 

 

現象：ストロークしないまたはストロークが不足する。 

要    因 処    置 

１．ラチェット切替レバーを切り替えていない。 ・ラチェット切替レバーを切り替えてください。（P.9） 

２．ストロークの調整不良。 ・ストローク量を調整してください。（P.9） 

３．装着時、ポップナットのねじ込みが不足して

いる。 

・適正な作業を行ってください。（P.9） 

４．ハンドルの操作量が不足している。 

 

●離脱時のトラブル 

現象：ポップナットがマンドレルに喰いつき、手で離脱できない。 

要    因 処    置 

１．ストロークが過剰で、ポップナットのねじを

損傷させた。 

・ストローク量を調整してください。（P.9） 

２．マンドレルのねじ山が摩耗、損傷している。 ・マンドレルを新しい物に交換してください。（P.6） 

 

【注】ポップナットがマンドレルに喰いつき、手で離脱できない場合は、マンドレル後部をプライヤなどでつかみ、回し

て、離脱させてください。 
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８．付属品リスト及びオプション 
 

付属品リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オプション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品  番 品     名 員数 

O900A01216 

O900A01217 

O900A01218 

O900A00021 

O900A00030 

O900A00031 

O900A00032 

O900A00033 

 

TNM00499 

マンドレルM6 

マンドレルM8 

マンドレルM10 

マンドレルM12（出荷時装着） 

アンビル + カウンタナットM6 

アンビル + カウンタナットM8 

アンビル + カウンタナットM10 

アンビル + カウンタナットM12 

（出荷時装着）  

PNT210X 取扱説明書 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

1 

品  番 品     名 員数 

O900A00134 

O900A00133 

O900A00040 

O900A00029 

マンドレルM4 

マンドレルM5 

アンビル + カウンタナットM4 

アンビル + カウンタナットM5 

1 

1 

1 

1 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポップリベット・ファスナー株式会社 
 NIPPON POP RIVETS AND FASTENERS LTD. 

■ 本 社 ／ 東京都千代田区紀尾井町３－６（紀尾井町パークビル） 〒102-0094 Tel 03-3265-7291 ㈹ 

■ 営業部門（ポップリベット・ポップナット・カレイナット・ウェルナット・フラットナット等） 
東京営業所 

栃木営業所 

北陸営業所 

中部営業所 

大阪営業所 

広島営業所 

 

／ 東京都千代田区紀尾井町３－６（紀尾井町パークビル） 

／ 栃木県宇都宮市平出工業団地９－２３ 

／ 富山県高岡市京田４６２－１ 

／ 愛知県岡崎市伝馬通２－２４(あいおいニッセイ同和損保 岡崎ビル４Ｆ) 

／ 大阪府大阪市中央区備後町１－７－１０(ニッセイ備後町ビル６F) 

／ 広島県広島市東区光町１－１０－１９(日本生命広島光町ビル５Ｆ) 

 

〒102-0094 

〒321-0905 

〒933-0874 

〒444-0038 

〒541-0051 

〒732-0052 

 

Tel 03-3265-7291 ㈹ 

Tel 028-613-5021 ㈹ 

Tel 0766-25-7177 ㈹ 

Tel 0564-77-1602 ㈹ 

Tel 06-7525-3690 ㈹ 

Tel 082-568-5002 ㈹ 

 

   

●仕様は予告なく変更する場合もありますので、ご了承ください。 




